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　ちなみに当協会の役職員は 378 ໊（令和４年
３月末時点）であり、このϚンパワーで 1� ສ
社を௒えるお٬さまを支えていることになる。

ʢ̎ʣۚ༥ؔػͷಛ௃
　令和４年３月末現ࡏ、保証債務࢒高を༗する
金融機関は 62 行。地域ฑ、近ྡ෎県からӽڥ
する金融機関も多く、ෳ਺行と取り引きする中
小企業者等も多い。また、θロθロ保証では今
までआ入したことがない先のར用も多く、金融
機関との関係性がرബとなっている。特にن
໛の小さい先ほどϝイン行がෆࡏとなりがち
で、このようなお٬さまへのϑΥローも重要で
ある。

証を活用した資金繰り支援に౒めた結果、新型
コロナ発ੜ௚後の令和２年３月末から１年間
で、当協会の保証債務࢒高は໿２兆ԁ、٬ސ਺
は໿３ສ社増加し、当協会は地域金融における
一大スςークϗルμーのϙδγϣンを઎めるに
̡。ったࢸ ਤ̍ʳ
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　1�6
718 社。
　令和４年３月末時点における当協会の保証を
ར用しているお٬さまの਺で、大ࡕ෎内の中小
企業者਺ 1 の໿４ׂを઎めるن໛である。
　長引くコロナ禍で、中小企業・小ن໛事業者（以
下、ʮ中小企業者等ʯという。）は厳しい事業運営を
強いられている。ウΟζコロナに対応したϏδωスϞ
σルへの再ߏஙをਤるものの、ऩ益の回෮にまでࢸ
っていない中小企業者等も多い。また、中小企業者等
のうち一෦はա৒債務を๊えており、θロθロ保証ར
用先の໿４ׂが令和４年度及び５年度に返済開࢝
を߇えていることから、まさに正念৔をܴえている。
　このような状況下、ʮお٬さまのඳく明日ʯを
αϙートするため、当協会では金融機関をはじ
め関係支援機関との連携や役ׂ෼୲をਤりなが
ら経営支援を進めている。
　本ߘでは、大ن໛・都市型協会の特௃を踏ま
えた当協会の組৫的な経営支援の取り組みにつ
いて紹介したい。
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　上ड़の特௃を踏まえた当協会における経営支
援の取組方針を、以下に紹介していきたい。

　まͣは、どのようなࢹ点で対৅先を୳せ͹よ
いか、そもそも対৅先をબผすること自ମが難
しいことではあったが、ݶられたリιースで効
果的に経営支援を展開するため、θロθロ保証
ར用先のଐ性等を෼ੳし、その対৅者૚をݕ౼
することからはじめた。

ʢ̍ʣܦӦࢧԉͷର৅
　θロθロ保証の࢒高は総࢒高のほ΅൒෼であ
るが、θロθロ保証ར用先のଞの保証もؚめた
ར用࢒高は、総࢒高の 87�6ˋを઎める。̡ ਤ̎ʳ
　このうち、令和４、５年度にθロθロ保証の
ਾ置期間がऴྃし返済を開࢝する٬ސは 38�1�
を઎めており、今後の返済に向けて先खをଧつ
必要がある。̡ ਤ̏ʳ
　また、プロパー支援のແい先は、金融機関の
खがಧいていないことが૝定されることや、ҿ
৯ళ等、特にコロナ禍のӨڹを受けている業種、
事業承ܧに課題がある先等は、支援が必要であ
るՄೳ性が高い企業܈と൑断した。
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ʢ̎ʣܦӦࢧԉʹऔΓ૊Ήମ੍
の結果、特に支援が必要なお٬さまの૚౼ݕ　
は明確となったが、当વ、ଞにも支援が必要な
先は多਺存ࡏするはͣである。

「できるだけ多くのお客さまに支援を
届けるにはどうすべきか？」

　この課題に対しては、特定෦໳だけではなく、
各෦໳が総力をあげて取り組むほかはないと൑
断した。
　当協会では、ฏ੒ 3� 年度の๏改正以前から
経営支援෦໳を中心に経営支援業務をਪ進して
きたが、令和３年度からは、金融と経営の一ମ
支援を෯޿く展開するために、保証෦໳を中心
に経営支援をਪ進することとした。
　当協会の保証෦໳は、୲当者が一ਓあたり໿
2� ళฮの金融機関営業ళを専ଐで୲当し、日
常業務を通じて୲当者間の関係性をߏஙしてい
る。この強みを引き続き活かしていく。
　また、保証෦໳以֎の෦໳でも経営支援に取
り組んできたが、令和４年度は෦໳ごとに୲当
する支援対৅先をより明確なものとした。
　このように協会の総力をあげて経営支援に取
り組むこととしたが、各෦໳が୲当する۩ମ的
な対৅先は以下のとおりである。̡ ਤ̐ʳ

ᶃ　ターήットᶗ
　まͣ、正常中の先では、θロθロ保証の返済
が令和４、５年度に開࢝する先で、ൺֱ的ن໛
の小さい先໿ 1�
��� 社にর準を当てることと
した。さらにこの中から、業種や代表者の年
ྸ、後ܧ者・プロパー融資の༗ແ等をྀߟした
໿ 3
5�� 社を重点取組先として設定した。
　特に重点取組先に対しては、μイϨクトϝー
ルを発ૹし、൓応がない৔合でもアプローチを
行い、とりこ΅しがないようにした。なお、ター
ήットᶗは、保証෦໳が୲当する。

ᶄ　ターήットᶘʙᶛ
　৚件変ߋ中の先は、これまで同༷、期中支援
෦໳、経営支援෦໳が、延଺等が発ੜしている
先はௐ੔෦໳が、ٻঈݖ先で事業をܧ続してい
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る先は、回ऩ෦໳がそれぞれ୲当することとし
た。
　また、αーϏαーにおいても、回ऩަবの中
で、業況の೺Ѳや決算書の入खに౒め、ٻঈݖ
ফ໓保証等につながる案件の۷り起こしをਤっ
ている。

ᶅ　ターήットᶜ
　各対৅先において、再ੜ支援が必要な先はૣ
期ணखを要するため、お٬さまの意向もे෼踏
まえながら、再ੜ支援෦໳がԣ断的に୲当する
こととした。

ʢ̏ʣۚ༥ؔػͱͷ連ܞɾ໾ׂ෼୲
　当વ、お٬さまへの支援を当協会単ಠで行う
ことにはݶ界があり、金融機関とともにお٬さ
まへدりఴい、൐૸していくことが重要である。
　そこで、金融機関と当協会が連携・役ׂ෼୲
をਤるために、以下の取り組みを行っている。

ᶃ　日常業務を通じた経営支援
　保証෦໳を中心に、日常的に金融機関୲当者
と意思ૄ通をਤっている。
　このため、保証申ࠐや৚件変ߋ依པ案件から
経営課題を೺Ѳし、金融支援に加えて経営支援

をఏ案する等、コϛϡχέーγϣンを活かした
取り組みを行っている。

ᶄ　経営支援対৅先のリストڞ༗
　当協会から経営支援が必要と思われる先をリ
ストにして金融機関にఏ示し、お٬さまの状況
を確認したうえで、連携して経営支援を実施し
ている。協会職員が金融機関୲当者にఏ示する
ほか、当協会の企画౷括෦໳からも金融機関の
౷括෦໳へ、その目的を説明し、協力を要੥し
ている。

ᶅ　企業໘ஊの同行依པ
　お٬さまへの๚໰・໘ஊ時には金融機関୲当
者の同行・同席を依པし、お٬さまの課題や経
営支援の実施内容について目線を合わせること
に౒めている。

ᶆ　業況報告書の電子化
　金融機関によるϞχタリンά報告は、経営支
援を行うࡍの重要な情報ݯである。
　一方、θロθロ保証により業況報告書の対৅
件਺が๲大になったことから、業務効཰化や経
営支援への༗効活用を目的として、令和３年
1� 月から業況報告書を電子化した。
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　この結果、金融機関からϞχタリンά内容を
まとめたΤクηルを受ྖし、γスςϜにて受෇
ొ࿥を一括で行うことで、業務効཰が大෯に改
善した。
　また、受ྖしたΤクηルをσータϕース化し
て、各自の୺末からݸ社の業況報告内容をࢀর
するࡍには、ࢴഔମと同じイϝーδでӾཡでき
るγスςϜとした。̡ ਤ̑ʳ
　さらにΤクηルのσータϕースにおいて、ʮ事
業స׵ʯʮൢ࿏拡大ʯなどのΩーワーυࡧݕを
行うことで、経営支援が必要な先をਝ速にந出
することもՄೳとなっている。
　一方、業況報告書のコϝントのࡌهがෆे෼
なものや、๚໰回਺がগないもの等は、金融機
関によるアプローチがෆे෼なՄೳ性もある。
このため、気になる項目をந出し、金融機関に
状況を確認することにより、٬ސの業況೺Ѳや
金融機関によるさらなるαϙートを促すといっ
た࢖い方もՄೳとなっている。

ᶇ　金融機関向け説明会の実施
　上ड़の取り組みの実効性をより確かなものと
するために、金融機関本฼ళや営業ళに対し、
ともに支援を行うパートナーとして次のとおり
ಇきかけを行っている。

【依頼事項】

金融機関営業店への周知

・経営支援の取り組み方針の説明

・金融機関担当者との帯同訪問

・専門家による相談時の同席

・日常業務からの相談

　なお、金融機関がे෼に支援していることが
確認できる৔合は、金融機関に支援を委Ͷるこ
とで、役ׂ෼୲をਤっている。

��ɽܦӦࢧԉͷख๏

　次に、当協会が実施している۩ମ的な経営支
援のख๏について紹介したい。

ʢ̍ʣܦӦࢧԉͷϝχϡʔ
ᶃ　ࡒ務਍断αーϏス
務਍断πールʮ中小企業経営਍断γスςϜࡒ　

（.D44）ʯを࢖用し、中小企業਍断࢜の資格を
༗する協会職員が、ࡒ務਍断をओମとした経営
相ஊを実施している。

ᶄ　経営αϙート事業
　当協会が֎෦専໳Ոを೿ݣし、お٬さまの
χーζや課題について、経営਍断やアυόイス
を行っている。
　また、経営਍断後、必要に応じて、計画策定
支援を行っている。

ᶅ　関係支援機関との連携
　当協会のみでは解決がࠔ難な৔合は、関係支
援機関（大ࡕ෎よろͣ支援ڌ点、大ࡕ෎事業承
෎中小企業活性ࡕ支援ηンター、大͗ܧ引・ܧ

選択ボタンを押して、照会を押すと、業況報告書の

イメージを画面で参照することが可能（印刷も可）

業況報告書検索システム

業況報告書イメージ

ʲਤ̑ 　rگۀใࠂॻࡧݕγεςϜ
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足につながり、さらにؤுろうという޷॥؀が
ੜまれるよう、今後も٬ސ接点のස度を高めて
いく。

;جのٮޒ

ԋࢩ఼ʀંٮޒ

ࣙ෾のج;

௃Θ͑ʄئ΍࣏

੊の஦の඲Ճ

組৭಼の඲Ճ

やりがいのやりがいの
好循環

ʢ̎ʣੈͷத΁ͷૌ͑
　信用保証協会は、コロナによりӨڹを受けた
中小企業者等の資金繰りを支えるために、θロ
θロ保証等による金融支援に౒めてきた。また、
θロθロ保証の取りѻいऴྃ後も、各種保証制
度により、引き続き中小企業者等の資金繰りを
支えている。加えて、金融と経営の一ମ支援に
取り組み、保証した後もお٬さまへのαϙート
にਚ力している。
　一方、長引くコロナ禍により、今後、ʮଉ੾れ౗
産ʯやʮあきらめഇ業ʯする中小企業者等が増え
ることで、代Ґห済も増加することが૝定される。
機や自વة໛な経済نを振り返ると、大࢙ྺ　
時に、信用保証協会はηーϑςΟωットとし֐ࡂ
ての役ׂを୲い、౗産の防止やޏ用のҡ࣋をਤ
ることで、地域経済を支えてきた。しかし、そ
の後に事ނ・代Ґห済が増加すると、世間の෩当
たりも厳しくなるということが繰り返されている。
　当協会は、コロナ禍で苦ڥにあるお٬さまを
支える取り組みについて、もっと世の中に正し
く理解いただく必要があるとߟえ、積ۃ的にϝ
σΟア等へも発信を行っている。

ᶃ　χッΩン
˞令和３年 12 月 2� 日෇

˼事要旨ه˻
ϓογϡܕͷܦӦࢧԉΛڧԽ

・信用保証協会が中小企業者等の課題に積
すプッࢦ的にアプローチして解決を目ۃ
γϡ型の経営支援を強化している。

化協議会等）と連携し、お٬さまのχーζや課
題に対する解決策をఏ案・実施している。

ᶆ　イϕント・ηϛナーの開催
　創業や事業承ܧ、ϏδωスϚッチンά等、お
٬さまの経営に役立つ情報ఏڙの৔として、イ
ϕント・ηϛナーを開催している。

ʢ̎ʣϚΠϯυৢ੒ɾεΩϧΞοϓ
ᶃ　経営支援ਪ進リーμーのબ任
　経営支援ਪ進のض振り役として、཰先して経
営支援に取り組み、ଞの職員にも経営支援のྠ
を޿げるため、経営支援ਪ進リーμー（保証課
から１໊ͣつ、計 1� ໊）をબ任している。
　また、リーμーϛーςΟンάを開催し、޷事
ྫのڞ༗や意見ަ׵を行い、Ϛインυのৢ੒と
ϊウϋウのԣ展開をਤっている。

ᶄ　専໳Ո相ஊ時における職員の同席
　当協会の経営αϙート事業や、関係支援機関
による経営相ஊをఏ案したࡍは、Մೳなݶり協
会職員も相ஊ時に同席するなど、お٬さまにدり
ఴうとともに、職員のϊウϋウ向上に౒めている。

ᶅ　各種ݚमによるਓ材ҭ੒
　経営支援を実ફできるਓ材をҭ੒するため、
支援機関への೿ݚݣमのほか、各種ݚमを実施
し、スΩルアップをਤっている。

��ɽ૊৫తɾܧଓతͳऔΓ૊ΈͷͨΊʹ

ʢ̍ʣ΍Γ͕͍ͷ޷॥؀
ᶃ　現৔への理解ਁಁ
　各種会議やϛーςΟンά、内෦通知等により、
職員に向けて経営支援に取り組む意ٛや目的を
。続的に発信・प知しているܧ

ᶄ　٬ސ接点ස度の向上
　令和３年度に実施した٬ސアンέートでは、
協会職員と接点を࣋ったお٬さまほど /14 ਪ঑
度が高いという結果が出た。
　お٬さまのຬ足や感謝の言༿が協会職員のຬ

ಛू　΢ΟζίϩφɺΞϑλʔίϩφʹ͚ͨ޲信用保証協会ͷଟ༷ͳऔΓ૊Έ
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ᶄ　日本経済新聞（関੢൛）
˞令和４年３月 1� 日෇

˼事要旨ه˻
தখଟ͍େࢧ�ࡕԉ͙ٸ

・コロナ禍では金融機関との関係がرബな先
が多く、支援のखが回りにくい。

・信用保証協会が金融機関等とも連携して、
中小企業者等を支えている。

ᶅ　/),ʮクローζアップ現代ʯ
˞令和４年̓月６日෇

˻൪組要旨˼
೔本ࡁܦʹͱͬͯͷθϩθϩ༥ࢿͱ͸ʁ

・コロナ禍にもかかわらͣ、企業の౗産件਺
は௿ਫ準でਪҠ。

・一方で、長引くコロナ禍に加え、原油・原
材料等の高騰のӨڹから、今後、中小企
業者等の౗産が増える懸念がある。

・θロθロ融資の返済を間近に߇える中小企
業者等に対して、信用保証協会、金融機
関が連携した支援を通じ、地域経済を支
えている。

��ɽ͓ΘΓʹ

　長引くコロナ禍に、原油・原材料等の高騰、
ウクライナ情勢といった新たなリスクも加わ
り、中小企業者等を取りרくڥ؀は厳しさを増
している。
　このようなڥ؀下、お٬さまへの本業支援は
スピーυ感が重要であり、ऩ益力の改善は待っ
たなしの状況である。
　当協会の総力をあげた、経営支援の取り組
みを一社でも多くのお٬さまにおಧけすること
により、地域経済のҡ࣋・発展に౒めていきた
い。


